
青空と緑と
昭和63年 7月!日発行

. 男 5，934人(+1凶6)

町女 5，り，737人(土 O川) 

X 計 l口1，67川 ( 付+日

口世帯数 3，6ω87戸 (+2初0)

6月1日現在( )内は前月比'‘ 
町の鳥=ひばり /田Tの花=れんげ/町の木=乙女椿ーノ'nr.#. 

完成予想図
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111111111111111111111111111111 おもな内容111111111111111111111111111111 町では¥高根町の清里の森に¥u町民の森μ建設構想lこよる町民の健康づ

くりと憩いの場としての(仮称)1清里の森」保健休養施設の建設工事がい

よいよスタートしましだ。

屋根はクレー色¥外壁は白系統に塗り分け¥鉄筋コンクリート2階建て

約 284坪。みなさんのリ¥ノートライフを活発にエンジョイできる別荘風の

しゃれ疋外観で¥宿泊室・研修室を備えだ総合的な施設です。

ここ観光地「清里」の名は¥全国に知雄大な八ヶ岳山麓の景観の中で¥

れ渡り¥特別の響きを持つ¥あこがれの場所となっています。

大切な人生をさわやかな自然の中で満喫してみて下さい。
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4

町

一

玖

に

羊

宮

干

;
大
切
な
人
生
な
の
だ
か
ら
、
生
活
を
大
切
に
し
た
い
j

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
え
る

町
で
は
、
二
十
一
世
紀
を
見
据
え
た

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
、

①
明
る
い
対
話
町
政
の
ま
ち
づ
く
り

②
午
-
}
ろ
豊
か
な
快
適
な
ま
ち
づ
く

③
住
み
よ
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

④
思
い
や
り
と
血
の
通
う
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り

⑤
教
育
と
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ

/
¥
川
り

千
宙
電
波
観
訓
告
が

【

'

・

場

‘

山

ー

即

時

】

主

山
一

、4
盛

1

4

J

問
キ

¥

飯
/

里
ス

¥

f
‘、

J

。

，

山石

J

子

一

を
目
指
し
て
、

て
い
ま
す
。

そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
に
、
新
し
い
時

代
に
生
き
る
私
た
ち
町
民
の
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
え
、
将
来
を
展
望

し
て
の
か
町
民
の
健
康
と
憩
い
の
た
め

の
町
民
の
森
。

建
設
構
想
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
設
構
想
は
、
今
ま
で
の
「
物

の
豊
か
さ
」
か
ら
、
「
心
の
豊
か
き
」
を

大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
価
値
観
の

変
化
と
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
余

暇
時
間
を

自
然

着
実
に
町
政
を
推
進
し

と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
は
か
る
中
か
ら

充
実
し
、
今
後
新
し
い

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
上
で
こ
れ
を
実
現

す
る
施
設
と
し
て
、
山

梨
県
が
分
譲
し
た
八
ヶ

岳
山
麓
の
ふ
も
と
、
自

然
の
生
命
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
清
里
高
原
(
高

63.7.1② 広報しよろわ

r清里の森」全体図

100 200 300 

、

根
町
)・
標
高
千
四
百
メ
ー
ト
ル
に
広
が

る
「
清
里
の
森
」
別
荘
地
に
(
仮
称
)

『
昭
和
町
清
里
の
森
保
健
休
養
施
設
』

の
建
設
を
計
画
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
町
で
は
、
昨
年
八
月
に
県
の

森
林
活
用
計
画
室
で
公
募
し
た
清
里
の

森
第
三
期
分
譲
地
の
一
画
・
敷
地
面
積

三
、
二
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル

(約
九
八

五
坪
)
の
借
地
権
を
取
得
し
、
そ
し
て
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
も

が
楽
し
め
親
し
め
る
、
安
心
で
快
適
な

リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
活
発
に
エ
ン
ジ
ョ

イ
で
き
る
総
合
的
な
施
設
の
建
設
を
目

指
し
て
、
昨
年
十
二
月
に
こ
の
建
設
委

員
会

(細
田
健
児
委
員
長
、
委
員
十
二

名
)
を
発
足
さ
せ
協
議
検
討
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
施
設
の
建

設
工
事
が
着
工
さ
れ
、
来
年
六
十
四
年

の
四
月
オ
ー
プ
ン
の
完
成
を
め
ざ
し
て

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



Y
町
民
憩
いい
の
森
か
清
里
は

さ
わ
や
か
な
高
原
の
風
と
小
鳥
の
さ

え
ず
り
に
目
を
さ
ま
す
と
、
そ
こ
に
は

緑
の
匂
い
あ
ふ
れ
、
太
陽
の
光
に
満
ち

た
、
心
豊
か
な
空
間
が
あ
り
ま
す
。

H ・H ・.....施設の内容…

⑩保養施設(一般宿泊施設)

・客室/和室(10畳 5室(内!室パス・トイレ付き)) 

( 12畳4室((内|室パス・トイレ付き、兼3室))

l大広間(36畳、舞台付き)団体宿泊用

・研修室(50人収容(兼、レクリェーションホール))

・ロビー(ふれあい広場) ・娯楽室 ・談話室

- ・食堂 ・浴室(男女) ・自動販売機コ ーナー

.事務室 ・管理人室 ・休養室

〈建物延床面積 938. 935 m' (284坪)}

そ
こ
は
、

す。
風
光
明
婦
な
こ
の
清
里
を
し
た
っ
て
、

別
荘
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
点
在
し
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
は
い
つ
も
ヤ
ン
グ
の
に
ぎ
や
か
な

笑
い
声
が
は
ね
か
え
る
高
原
で
も
あ
り

ま
す
。
表
情
豊
か
な
四
季
を
心
ゆ
く
ま

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
オ
ア
シ
ス
な
の
で

0

0

0

 

私
た
ち
の
。
町
民
憩
い
の
森
。
は
、

そ
ん
な
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て

建
設
さ
れ
ま
す
。

自
然
と
の
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

昭
和
町
か
ら
自
動
車
℃
四

O
分
に
位

置
す
る
「
清
里
の
森
」
に
建
設
さ
札
る

町
民
憩
い
の
森
は
、
周
囲
を
か
ら
松
林

に
囲
ま
れ
、
敷
地
内
を
流
れ
る
清
ら
か

な
沢
の
せ
せ
ら
ぎ
が
、
私
た
ち
を
優
し

く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
歩
、
外
に
出
る
と
す
ぐ
近
く
に
テ

「j青里の森」

保健休養施設の

名祢を募集しています.グ

町では)町民の健康と憩いのた

めの町民の森M 建設構想にあたっ

て、子どもからお年寄りまで、だ

れもが楽しめ親しめ、安心で快適

なリゾートライフを活発にエンジ

ョイできる保健休養施設を建設し

ています。

そこで、みなさんの親しみやす

い施設にするため、施設のイメー

ジにふさわしい名前を募集します。

いろんなアイデアをお待ちして

いますので、奮ってご応募を.グ

・募集資格一一

町内在住者

・応募方法一一

役場備え付けの用紙、または

官製はがきに、施設の名称と

簡単な説明を書き、住所、氏名、

年齢、職業、性別、電話番号を

記入のうえ、 1枚に 1つ記入し

郵送して下きい

・応募期間一一

7月 1日から 10月31日までの0

・応募先 ・問い合わせ先一一

昭和町役場企画調整室

干409-38

昭和町押越542の2

ft75-2111内線16・17番

園発 表一一

広報に掲載、竣工式で表彰。

なお、採用者には、賞状並びに

記念品を贈り、高Ij賞として施設

の宿泊券をプレゼントします。

-
i

・・・・・

四
季
折
々
変
わ
る
自
然
の
姿
は
、
訪
れ

る
人
を
飽
き
さ
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
ス
コ
ー
ト
ゃ
か
ら
ま
つ
湖
、
ま
た
清

泉
寮
、
牧
場
が
あ
り
、
そ
し
て
、
少
し

足
を
伸
ば
せ
ば
、
美
し
の
森
、
丘
の
公

園
の
ゴ
ル
フ
場
・
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ま
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
八
ヶ

岳
登
山
道
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
は
、
か
ら
ま
つ
湖
な
ど

で
の
ス
ケ
ー
ト
、
近
く
の
野
辺
山
や
富

士
見
で
の
ス
キ
ー
な
ど
、
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
ま
す
。
そ
し
て
、

八
ヶ
岳
高
原
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
、
ポ
ー
ル

・
ラ

ッ
シ
ュ
祭
、
清
、里
コ
ブ
シ
祭
り
、

清
里
高
原
つ
つ
じ
祭
り
、
清
里
秋
の
芸

術
祭
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
め
、

野
辺
山
電
波
天
文
台
、
美
術
館
の
文
化

的
施
設
も
充
実
し
た
リ
ゾ
ー
ト
・
タ
ウ

ン
で
す
。

あ
な
た
は
休
養
型
?

そ
れ
と
も
行
動
型
?

あ
る
い
は
研
修
型
?

ま
た
清
里
は
、
若
者
だ
け
の
町
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
清
里
異
変
H
Y
L

、
こ
こ
数

年
、
清
里
に
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
雄
大

な
自
然
や
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め

て
、
中
高
年
者
が
訪
れ
る
現
象
炉
た
い

へ
ん
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

ま
し
た
。

わこJ

清
里
の

H

町
民
憩
い
の
森
々
は
、
私
し
は

た
ち
の
生
活
を
好
み
の
ス
タ
イ
ル
に
演
淵

出
で
き
る
施
設
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し

j

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
プ
ラ
ン
し
て
く
だ
き

'ν 

③ 63.7.1 



3 :主ヨ・
=下水道で豊かな暮しを=

同
団
地
内
の
整
備
を
行
う
と
共
に
上
河

東
公
会
堂
前
か
ら
北
へ
二
百
三
十

m
ま

で
の
地
点
と
同
公
会
堂
前
か
ら
常
永
駅

前
の
区
間
を
施
工
す
る
計
画
で
す
。
工

事
期
間
中
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

清
流
を
舞
う
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
は
、
す
で
に
工
事
の
終
了
し
た
常
永

団
地
周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
下
水
道
に
関
す
る
ご
質
問
・
お
問
合

せ
は
:
:
:
役
場
都
市
開
発
課
(
宮
内

l

2
1
1
1
内
線
③
・
③
)
ま
で
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

デ
ザ
イ
ン
も
決
定

昭和町公共下水道
マンホール蓋デザイン

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

築
造
す
る
時
は
・.• 

63.7.1④ 

国
有
地
(
道
路
・
水
路
等
)
に
効

隣
接
し
て
い
る
敷
地
に
建
築
設
備
し
凶

(
ブ
ロ

ッ
ク
塀
・
土
止
め
壁
等
)
報

を
築
造
す
る
時
は
、
次
の
こ
と
に
広

注
意
し
て
下
さ
い
。

固
有
地
と
の
境
界
が
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
時
は
、
町
役
場
建
設

課
へ
「
境
界
立
ち
合
い
」
の
申
請
書

を
提
出
し
、
地
元
区
長
・
土
木
委

員
・
隣
接
者
の
立
ち
合
い
の
う
え
、

確
認
し
築
造
し
て
下
き
い
。

住
み
よ
い
町
を

作
る
為
に
|

ま
た
、
幅
員
が
一
・
八
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
る
道
に
隣
接
し
て
い
る

敷
地
に
築
造
す
る
場
合
は
、
道
の

中
心
線
か
ら
水
平
距
離
二
・
三
五

メ
ー
ト
ル
(
建
築
基
準
法
で
は
、

一
一
メ
ー
ト
ル
)
以
上
き
が
っ
て
築

造
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

管
理
地
の
な
い
水
路
に
隣
接
し

て
い
る
場
合
は
、
清
掃
作
業
等
を

考
え
、
人
が
一
人
歩
け
る
程
度

(
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
)

管
理
地
を
と
っ
て
築
造
し
て
下

支
」
い

。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
合
せ

役
場
建
設
課

(
包
汚

1
2
1
1
1

内
線
③

・
⑧
)
ま

で
グ



中
国
か
ら
の
引
揚
げ
家
族
、

李
文
林
さ
ん

一
家
が
六
月

一

目
、
泉
町
長
自
身
が
身
元
引

受
人
と
な
り
、
上
河
東
二
区

の
町
営
住
宅
に
入
居
し
、
永

住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

泉
町
長
は

「
兄
が
旧
満
州

の
開
拓
団
に
入
植
し
、

両
親

も
何
回
か
現
地
を
訪
れ
て
い

た
が
、
終
戦
に
よ
っ
て
兄
は

戦
死
。
家
族
五
人
も
引
揚
げ

の
途
中
で
一
家
病
死
と
な
っ

て
し
ま

っ
た
。
こ
の
様
な
兄

一
家
の
冥
福
を
祈
る
意
味
で

身
元
引
受
け
を
す
る
気
持
ち

に
な
っ
た
。
ま
た
、
町
で
も

一
人
ぐ
ら
い
は
孤
児
の
面
倒

を
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
口
そ
ん
な
心
境

砂
前
列
左
か
ら
李
文
林
さ
ん
、
妻
の
淑
雲
さ
ん
、

後
列
左
が
長
男
の
賓
さ
ん
、
そ
し
て
長
女
の
絹
さ
ん
で
す
。

昭
和
町
の
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
グ

私
だ
ち
家
族
、
ガ
昭
和
町
へ
ま
住
帰
国

で
き
だ
の
は
、
ヨ
元
未
判
明
孤
児

で
あ
る
私
だ
ち

一ー
家
の
穿
元
を
泉

町
長
さ
ん
が
引
受
け
て
下
さ
つ
定

か
ら
で
す
。

泉
町
長
さ
ん
初
め
¥
役
場
並
び

に
議
会
、
近
隣
の
多
く
の
皆
さ
ん

の
暖
か
い
歓
迎
と
熱
誠
あ
ふ
れ
る

瀕
励
の
あ
言
葉
を
頂
き
、
私
だ
ち

一
家
は
非
常
に
感
瀕
し
て
お
り
ま

す
。

私
片
」
ち
は
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援

の
も
と
¥

一
日
も
早
く
日
本
語
を

ヨ
ヨ
修
得
し
、
自
力
実
生
、
独
立
し
芝

、，L
J

ロ

生

活

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
o

M
S
ぎ
芝
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会

淀
訟
に
肉
島
を
探
し
当
て
¥
子
女
の
教

Q
V

青
に
つ
い
て
も
よ
り
よ
い
環
境
で

点
心

進
め
ら
れ
る
よ
う
念
願
し
て
お
り

容

¥

ま
す
。昭

和
町
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

か
ら
李
さ
ん

一
家
の
身
元
引
受
人
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

李
き
ん
は
、
中
国
で
は
高
校
の
国
語

の
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
「
身
元
未

判
明
で
あ
っ
て
も
日
本
人
な
の
だ
か
ら

祖
国
日
本
へ
帰
り
た
い
」
そ
ん
な
願
い

か
ら
帰
国
。
長
年
の
夢
が
か
な
え
ら
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
語
が
ま
だ
ま
だ
不
充

分
で
あ
り
、
日
本
の
生
活
に
も
慣
れ
て

い
ま
せ
ん
。
日
本
の
習
慣
に
な
れ
、
生

活
が
お
ち
つ
く
ま
で
は
何
か
と
不
安
や

厳
し
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
区
の

皆
き
ん
を
は
じ
め
、
町
民
の
方
々
の
暖

か
い
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
泉
町
長
か
ら
李
文
林
き
ん
に

ふ

み

し

T

と
し

「
中
山
文
林
」
、
妻
の
淑
雲
き
ん
に
「
淑

む
ね
あ
き

子」
、
長
男
の
賓
き
ん
に
寸
志
明
」
、
長

さ

ぬ

よ

女
の
婦
さ
ん
に
「
絹
代
」
の
日
本
名
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

愛の子で住みよい町を

国
連
軍
縮
特
別
総
会
に

鈴
木
章
方
氏
弓
日
)
が
出
席

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る

第
三
国

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
二
十
五
日

ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開

か
れ
た
第
三
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に

上
河
東
二
区
在
住
で
山
梨
大
学
教
授
の

鈴
木
章
方
氏
が
町
そ
し
て
県
の
代
表
と

し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
は
、
人
類
の
生
存
を
脅
か

3
3
3
j
g
g
s
g
d
 

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
強
化
月
間
一
問

2
3
r崎
明
暗
骨
川
崎
直
直
閣
強
調
崎
潤
」
…

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
・「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
阿

る
県
民
大
会
」
・
「
青
少
年
の
た
め
の
町
民
会
議
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
間

こ
れ
は
私
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
犯
罪
や
非
行
の
な
仰

い
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

明

こ
の
頃
の
少

が
続
い
て
い
ま

家
庭
や
学
校
・

切
で
す
。
そ
の

り
、
住
み
よ
い

鈴木章方氏

し
て
い
る
核
兵
器
の
廃
絶
と
軍
縮
を
実

現
す
る
た
め
の
重
要
な
意
味
を
持
っ
た

総
会
で
す
。

鈴
木
教
授
は
、
生
物
学
を
研
究
す
る

な
か
で

「命
の
尊
き
」
「
平
和
の
大
切
き
」

を
深
く
自
覚
。
「
科
学
者
の
一

人
と
し

て
、
教
育
者
の
一
人
と
し
て
、
ま
た

子
供
た
ち
の
未
来
を
思
う
一

人
の
市
民

と
し
て
平
和
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
こ
の
総
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

鈴
木
教
授
は
、
こ

の
総
会
で
各
国
語

に
訳
し
た
宣
言
文
を
草
の
根
団
体
に
配

ば
り
話
し
合

い
、
世
界
各
国
の
人
た
ち

と
交
流
を
深
め
合

い
ま
し
た
。
ま
た
、

泉
町
長
か
ら
の
核
兵
器
廃
絶
の
手
紙
を

国
連
事
務
総
長
の
レ
ク
エ
ア
ル
氏
に
手

渡
す
な
ど
平
和
・
軍
縮
を
訴
え
て
き
ま

し
た。な

お
、
来
月
号
か
ら
鈴
木
教
授
に
こ

の
総
会
の
模
様
や
内
容
な
ど
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
核
兵
器
の

恐
し
さ
・
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
直
し
れ

て
み
て
下
き
い
。

ろ

ま
た
、
本
町
で
も
昭
和
六
十
年
三
月
に
い

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
宣
言
」
し
、
原
水
一
四

爆
禁
止
世
界
大
会
や
広
島
・
長
崎
の
火

J

リ
レ
ー
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
町

川

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
臼

お
願
い
し
ま
す
。

⑤



高野久枝さん(西条二区)

恩賜財団因子愛育会
会長表彰される

昭
和
町
前
愛
育
会
々
長
の
高
野
さ
、

ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
同
会
の
西

条
二
区
班
員
兼
分
班
長
に
就
任
し
て

以
来
、
健
康
問
題
に
つ
い
て
住
民
の

声
を
聞
き
、
そ
の
結
果
を
墓
に
活
動

の
輸
を
広
げ
て
き
ま
し
だ
口
昭
和
四

十
九
年
に
は
、
副
会
長
に
な
り
、
町

内
全
域
の
活
動
の
充
実
を
図
る
だ
め

に
「
健
康
ま
つ
り
」
を
開
催
。
二
回
目
か
ら
は
、
各
部
落
ご
と
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
班
員
の
参
加
意
識
と
住
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
き

ま
し
だ
。

昭
和
五
十
五
年

C
会
長
に
就
任
。
家
庭
訪
問
の
推
進
と
分
班
長
会
議
の
徹
底

に
努
力
し
、
活
動
の
様
子
を
ま
と
め
て
年

一
回
各
家
庭
に
配
布
し
住
民
の
理
解

を
深
め
て
き
ま
し
だ
。

こ
れ
ら
長
年
の
活
動
の
実
績
ガ
高
く
評
価
さ
れ
、
去
る
四
月
二
十
日
、
日
比

谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
だ
第
二
十
回
愛
育
班
員
全
国
大
会
の
席
上
、
恩
賜
財
団
田

子
愛
育
会
(
大
山
正
会
長
)
よ
り
会
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高野久枝さん

若
竹
太
鼓
グ
ル
ー
プ

県
民
会
議
会
長
表
彰
を
受
け
る

V
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ

若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ

「
若
竹
太
鼓
グ
ル
ー
プ
」
は
毎
年

四
月
、
太
鼓
に
関
山
の
あ
る
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
枝

二
年
生
ま
で
の
男
女
希
望
者
を
も
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
通
し
て
豊
か
な
情
操
と
精
神
の
練

磨
、
勇
壮
な
リ
ズ
ム
と
感
瀕
を
昧
わ
い
な
が
ら
¥
練
習
の

成
果
を
地
域
の
祭
典
や
町
の
子
ど
も
祭
り
、
ふ
れ
あ
い
祭

な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

同
グ
ル
ー
プ
は
¥
こ
の
よ
う
な
活
動
を
過
去
数
年
間
に

わ
疋
り
行
い
¥
各
種
の
行
事
に
花
を
添
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
熱
意
ま
芝
日
頃
の
努
力
、
ガ
高
く
評
価
さ
れ
去

る
五
月
二
十
六
日
¥
県
民
会
館
で
行
わ
れ
だ
山
梨
県
民
会

議
総
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

j
上
河
東
ニ
区
育
成
会
j

63.7.1⑥ 

V日頃の奉仕活動が高く評価され、表彰を受けた

上河東ニ区愛育会のチビッコ達.グ

種 7JJj 摘 要 標準額 備考

早 乙 女 1 日食付 6，000 

田植手伝い " " 
三ロ重同三 大型トラク 12，000 ほ場整備

ター及び耕 10 a 
代 運機 i2，500 その他

培土の場合 7，500 ほ場整備
耕 運

5割増、lOa $，000 その他

雇 人 l 日食付 6，000 

8旬 500 は場整備
機械田植 10 a ト一一

9，500 そ の 他

9，.000 ほ場整備
午前 ノ〈インダー 10 a 、ひもイ寸

10，1000 その他

17，DOO ほ場整備
メIj コンノ〈イン 10a、乾燥まで

18，000 そ の 他

脱 殻 10 a 7 ;000 

水稲 ・育百 l 枚、種 別 600 

も みすり 30 k 250 

農事賃金標準額ガ決まりましだ

町では、昭和63年度の農事賃金標準額を次

のとおり決定しましたので、今後の参考にし

て下きい。

@昭和63年度農事賃金標準額 円)(単位

よ
河
東
二
区
の
地
区
内
に
は
、
青
少

年
に
対
す
る
精
神
的
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
神
社
や
寺
も
な
い
こ
と
か
ら
¥
子
供

達
の
喜
び
と
戸
イ
デ
イ
戸
を
取
り
入
れ

だ
図
柄
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
旗
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
情
操
教
育
、
健
全
育
成
寺
目

指
し
て
い
ま
す
。

ぎ
芝
、
県
で
定
め
て
い
る
包
月
第
三

日
曜
日
の
青
少
年
を
育
む
己
に
は
、
早

朝
よ
り
一
時
間
子
供
、
大
人
の
総
動
員

で
区
内
の
環
境
美
化
奉
仕
活
動
を
区
の

発
足
時
か
ら
現
在
ま
で
十
年
聞
に
わ
た

り
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
明
る
い
地

域
づ
く
り
、
ま
だ
健
全
育
成
に
つ
と
め

て
い
る
努
力
と
成
果
ガ
評
果
さ
れ
、
こ

の
度
明
治
神
宮
参
集
殿
に
お
い
て
環
境

美
化
善
行
表
彰
を
受
け
ま
し
だ
。

広報しようわ
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町
や
県
な
ど
の
地
方
自
治
体
は
、
私

た
ち
が
豊
か
で
健
康
な
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
、
日
々
の
生
活
の
す
み
ず
み
ま

で
広
い
範
囲
に
わ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
た

く
さ
ん
の
費
用
が
要
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
資
金
は
み
ん
な
で
出
し
あ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
税
金
な
の
で
す
。
と
り
わ
け
住
民

税
(
町
民
税
と
県
民
税
の
総
称
)
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
身
近
な
か
か
わ

り
を
持
つ
町
や
県
の
仕
事
の
た
め
の
費

用
を
、
住
民
が
そ
の
能
力
に
応
じ
て
分

担
し
合
う
と
い
う
性
格
の
税
金
で
、
所

得
税
よ
り
も
納
め
る
人
の
範
囲
は
広
く
、

税
率
は
低
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
個
人
の
住
民
税
の
多
く
は
、
実

際
の
一
年
間
の
税
額
合
計
で
は
所
得
税

よ
り
低
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
個
人
の
住
民
税
の
方
が
高

く
感
じ
る
の
は
、
所
得
税
は
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
も
源
泉
徴
収
き
れ
る
の
に
対
し
て

個
人
の
住
民
税
は
毎
月
の
給
料
か
ら
だ

け
納
め
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
も
よ
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
住
民
税
は
前
年
中
の
所
得
を

基
準
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
た

と
え
ば
昭
和
六
十
三
年
度
の
住
民
税
で

は
、
昭
和
六
十
二
年
中
の
所
得
金
額
が

基
準
と
な
り
ま
す
。

ま
た
納
税
の
方
法
に
は
、
普
通
徴
収

と
特
別
徴
収
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
い

ず
れ
か
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

住
一
民
一
税

農
家
の
皆
き
ん
や
自
営
業
の
方
の
住

民
税
は
、
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
町
か

ら
納
税
者
に
通
知
さ
れ
、
昭
和
町
で
は

七
月
・
九
月

・
十
一
月
・
翌
年

一
月
の
四

回
の
納
期
に
分
け
て
納
税
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
を
普
通
徴
収
と
い
い
ま

す
。
一
方
お
つ
と
め
の
方
の
住
民
税
は

特
別
徴
収
税
額
通
知
書
に
よ
り
、
町
か

ら
給
与
の
支
払
者
を
通
じ
て
通
知
さ
れ

給
与
の
支
払
者
が
毎
月
の
支
払
の
際
に

そ
の
人
の
給
与
か
ら
税
金
を
天
引
き
し

て
、
こ
れ
を
翌
月
十
日
ま
で
に
町
に
納

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。

税
金
は
、
均
等
割
と
所
得
割
と
か
ら

な
り
、
町
民
税
と
県
民
税
と
合
わ
せ
て

徴
収
し
ま
す
。

住
民
税
に
か
ぎ
ら
ず
、
税
金
の
こ
と
で

疑
問
を
も
ち
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
役
場

税
務
課
(
岱
万
1
2
1
1
1
内
線
②
・

②
)
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-所得割の計算方法

所得割の税額は、一般に次のような方法

で計算されます。

(所得金額一所得控除額)x税率一税額四余=所得割額

課税所得金額

-均等割の税率

個人の住民税の均等割は、その市(区)町

村の人口に応じて、次のように定められてい

います。

務取たを狙ラ悪徳商法

突
然
、
あ
る
お
宅
の
奥
き
ん
に

「
お
宅
を
借
り
て
料
理
講
習
会
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が

・
:
。
近
所
の
奥
き
ん
方
も
集
め

て
い
た
だ
け
ま
す
か
口
な
ど
甘
い
口
調
で
電
話

が
か
か
り
ま
す
。
料
理
を
し
な
が
ら
使
用
し
て

い
る
鍋
が
い
か
に
便
利
な
も
の
で
あ
る
か
を
説

明
し
て
、
買
う
気
を
お
こ
さ
せ
販
売
契
約
に
持

ち
こ
む
商
法
で
す
。

集
ま
っ
た
人
が
知
り
合
い
同
志
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
義
理
や
見
栄
な
ど
で
、
つ
い
買
っ

て
し
ま
う
よ
う
で
す
が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
こ

の
心
理
を
利
用
し
て
売
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
「
ア
ル
ミ
や
ホ

i
ロ
!
が
体

に
有
害
だ
。
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
販

売
す
る
例
も
あ
り
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
の
せ

ら
れ
な
い
た
め
の
正
し
い
知
識
も
必
要
で
し
ょ

、寸ノ。

:こんな l
s 点に'
;注意を;

セ
ー
ル
ス
・
ト
l
ク
に

の
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に鍋

の
ほ
か
、
不
着
や
健
康
食
品
な
ど
も
講
習

会
形
式
で
売
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=一=三一三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=一=三一=三一=一=三一=三一=一三一=三一=三
一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=一=三一=三一=一=三一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=一=一=三一=三一=三一=三一=三一=一=三一=一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三-=一=三一=一=一=一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=三一=三一=一=三一=一=三一=一=一=三一=三一=三一=一=三一=一=一=三一=三一=一=一=三一=一=三一=一=三-=一=三一=一=三一=-=一=一=一=-=一=一=三一=一=三一=一=三一=三一=一=一=三一=一=三一=一=三-=一=三一=一=三一=一=三一=一=三-=一=一一=一=一=一=一

(昭和町に該当)

700円

1.500阿

人口 5万未満の市と町村

道府県民税(年額 )

市(区)町村民税(年額)標準税率

滑りやすい、もの'
神経を使おう.グ

{雨の巴の走行}

雨降りの日は見通しも悪いうえ、滑り

やすく運転しにくいので、水たまりなど

に気をつけながら皆きん十分注意して走

っていると思います。ところが、道路上

に引かれているライン(白線など)の上

やマンホールのふた 路面電車の軌道の

上を走るときは、意外と無神経になって

いるのではないでしょうか。何の気なし

にマンホールのふたの上を、ちょっと車

体を傾けて走り抜けようとしたらいツル

リグとタイヤが滑り出し、バランスをく

ずしてしまうことがあります。雨の日、

とくに滑りやすくなるラインやマンホー

ル、路面電車の軌道の上を走るときは、

次の点に注意してください。

砂軌道やラインに沿ったり、上に乗って

走らない

砂やむを得ず軌道やラインの上を走ると

きは、車体を傾けて走るハング・オン

走行は避ける

⑦ 63.7.1 
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(ごまι剖I付l
t孟小さじ|

サラ夕ダeオイ jレ

グリンピ一ス少々

人参 50 <t 

玉ねぎす個

きくらげ |枚

マッシュルーム小|缶

ベーコン 100<t 

鶏肉 100 <t 

-材料(4人分)一一

もち米 4カップ

(牛乳すカンプ

A i塩小さじ 2

l ~酉大さじ l
B 

牛乳おこわ

緒に混ぜ合わせて蒸 し器で蒸す。途

中2度牛乳で打ち水をする。

・出来上がったら器に盛り、グリンピ

ース、ごまt孟をかける。

・好みのフルーツで、 ミルクパンチを

添えてはいかが・・・・・・。

栄養改善推進員

石川よしじさん
(西条二区)

-もち米は洗って水に 3時間つける 0

・水を切り、 Aに一晩つけておく。

eBを小きく切る 0

・サラダオイルでベーコンを妙め、

とり出して鶏肉・野菜の順に妙める 0

・ごまは妙めて、ごま塩をつくる 0

・もち米と調理しておいた野菜等をー

a曙明璽宮罰事・

「バレエを一人でも多くの人に観てもらいたい

磯部幸子さん(げ才)

(上河東)

j

パ
レ
工
で
感
動
と
喜
び
を
j

歩
き
方
だ
け
で
も
奇
麗
に
と
母

が
三
才
の
私
を
バ
レ
エ
教
室
に
連

れ
て
行
っ
た
の
が
、
私
と
バ
レ
エ

と
の
出
会
い
で
し
た
。

バ
レ
エ
と
い
う
と
す
ぐ
に
、
「
白

鳥
の
湖
」
が
浮
か
ん
で
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
確
か
に
優
雅
で
美
し

い
と
い
う
印
象
が
強
く
、
バ

レ
エ

を
習
っ
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も
、

こ
の
由
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
を

夢
見
て
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

華
や
か
な
舞
台
に
比
べ
て
普
段
の

レ
ッ
ス
ン
は
、
薄
紙
を
重
ね
て
い

く
よ
う
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
積
み
重
ね
の
大

切
さ
は
、
何
事
に
も
共
通
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
・
高
校

へ
と
進
学
す
る
に
つ
れ
て
、
共
に

レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
き
た
友
達
が

や
め
て
い
く
中
で
、
今
ま
で
続
け

ら
れ
た
の
も
、
指
導
し
て
下
さ
っ

た
先
生
方
や
友
人
、
そ
し
て
何
よ

り
も
私
の
こ
と
を
理
解
し
声
援
し

て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
週
二
回
、
一
時
間
半
か

ら
二
時
間
程
し
て
い
ま
す
。
春
休

み
や
夏
休
み
に
は
、
東
京
に
講
習

を
受
け
に
行
っ
た
り
、
合
宿
な
ど

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

レ
エ
は
総
合
芸
術
な
の
で
、
音
楽

や
美
術
な
ど
幅
広
く
吸
収
す
る
こ

と
が
必
要
な
た
め
、
外
国
の
バ
レ

エ
団
の
公
演
や
音
楽
会
、
美
術
館

な
ど
に
行
く
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

バ
レ
エ
は
、

国
境
を
越
え
て
世

界
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
公
演
に
参

加
し
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た。

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
感
動
を

与
え
ら
れ
る
素
晴
ら
し

い
芸
術
で

は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な

バ
レ
エ
を
、
一
人
で
も
多
く
の
方

々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
観
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
バ
レ

エ
を
観
て
下
さ
る
皆
様
に
喜
び
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
の
沢
登
れ
ば
襖
散
り
か
か
り

雪
か
と
ま
が
う
身
延
詣
り
に

ム
下

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
受
け
た
る
吾
の
放
映
を

見

し

友

熱

く

電

話

機

に

伝

う

ム

下

美

津

子

峨
峨
と
え
っ
妙
ゑ
の
岩
場
吹
き
上
ぐ
る

風
に
吋
い
っ
、
岩
つ
つ
じ
咲
く
志
村

水
堰
さ
し
水
門
上
の
花
吹
雪
浮
か
び
て

ひ

ろ

が

る

ピ

ン

ク

の

幕

が

西

村

様
々
な
愁
い
出
綴
り
し
進
歩
む

今
日
卒
園
の
孫
を
見
送
り
て

域
部

街
な
か
の
馬
酔
木
の
咲
け
る
遊
歩
道

台
さ
名
札
を
下
げ
し
木
も
あ
り
中
村

亡
さ
母
の
形
見
の
着
物
虫
干
し
て

母

へ
の
思

い
偲
ぴ
居
る
な
り

イず
藤

袋
よ
り
姐
の
出
せ
し
種
生
差
宵

勾
い
放
ち
つ
秤
り
に
揺
る
る

内
総
ふ
く
次

霧
雨
の
花
に
か
か
り
で
伝
い
落
つ

雫
は
大
き
く
棋
の
香
り
す

有
江

雨
上
り
雑
草
た
け
し
そ
の
か
げ
に

日
本
タ
ン
ポ
ポ
淡
黄
に
咲
け
り

イ手
1反

故
郷
の
ム
は
ま
だ
ら
に
雪
ひ
か
り

ぶ
な
の
若
葉
に
は
な
れ
凧
見
ゆ

桑
原

陸
橋
の
其
上
に
居
り
て
通
通
す
る

電
車
の
窓
に
手
を
振
り
て
見
る

輿
石
さ
急
代

叫
.

.
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…
φ
・
善
意
あ
り
が
と
う
や

…

…

昭
和
町
の
老
人
大
学
々
長
で
あ
る
井
口
惇
氏

…

…

(
西
条
二
区
)
は
¥
今
年
八
十
八
オ
の
米
寿
を
迎
え
だ

一

…

こ
と
を
祝
っ
て
こ
の
ほ
ど
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額

一

一

の
寄
ぱ
金
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
芝
。

一

…

こ
の
寄
付
金
は
¥
善
意
銀
行
に
預
詫
し
、
地
域
福

…

…

祉
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

…

秀
子

63.7.1③ 広報しよろわ

久
雄

J弘
屯

与
初
枝

-氏
、Aシエ

順
子

丑
寅



惨
た育名

つ 前
ての 相
ほ由 bwj晒

し 来

と身
願も
し可 Jし、

をも ~
こ美 i

めし
てく

(
父
)
清
貴

(
母
)
正
枝

清水新居

清水みほちゃん
S62.7.15生

素
直
に
す
く
す
く

み
ほ
と
つ
け
ま
し

んく
生

相

裕

お

鯨
且
貝

J

西

崎

川
{呂
f

砂
名
前
の
由
来
男
ら
し
く
、
素
直
で
明
る
い
子
に
成
長

し
て
欲
し
い
と
願
い
父
親
の
一
字
を
も
ら
い
名
字
に
あ

っ
た
名
前
と
付
け
ま
し
た
。

(父
)
尚
毅

(
母
)
み
ゆ
き

上河東二区

渡漫なみちゃん
S 62. 7 .11生

hv
名
前
の
由
来
明
る
く
、
素
直
で
、
思
い
や
り
の
あ
る

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
付
け
ま
し
た
。

い
つ
も

前
向
き
に
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
え
り

そ
の
理
解
と
対
処
の
仕
方

二
人
目
が
来
年

生
ま
れ
ま
す
。

二

人
の
子
に
か
か
わ

っ
て
い
く
な
か
で
、
。
公
平
に
。
と
い
う

と
こ
ろ
で
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一

子
が
赤
ち
ゃ
ん
、か
え
り
に
な
り
そ
う
で

心
配
で
す
。

か
赤
ち
ゃ
ん
は

い
い
な
あ
。
お
に

い
ち
ゃ
ん
(
お
ね

え
ち
ゃ
ん
)
は
損
だ
な
あ
。
も
う

一
度

赤
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
よ
。
。
と
い
う
気

持
が
赤
ち
ゃ
ん
が
え
り
と
い
う
行
動
に

か
り
た
て
る
の
で
す
か
ら
、
結
論
か
ら

言
え
ば
、

H

兄
(姉
)
だ
っ
て
悪
く
な
い
よ
。

ぼ
く
(
わ
た
し
)
は
大
き
く
な
っ
て
ま

ち
が
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
々
と
思
え...十介なスキンシップを(押原保育園で)

る
よ
う
に
、
し
む
け
て
や
れ
ば
よ
い
わ

け
で
す
。
対
処
の
仕
方
と
し
て
は
、
ま

ず
お
母
さ
ん
が
た
は
、
と
り
こ
し
苦
労

を
や
め
る
こ
と
。
困
っ
た
り
、
お
こ
っ

た
り
し
な
い
で
、
平
気
に
な
る
こ
と
で

す
。
平
気
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
弟

妹
を
め
ぐ
っ
て
や
き
も
ち
を
や
い
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
が
え
り
を
し
た
り
す
る
の
は
、

正
常
な
感
情
発
達
を
示
し
て
い
る
証
拠

だ
と
い
う
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
で
す
。

か
公
平
に
々
と
い
う
こ
と
は
、
親
の

持
っ
て
い
る
マ
ス
で
同
じ
分
量
ず
つ
を

与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
相
手
の
要
求

す
る
う
つ
わ
の
大
き
き
に
合
わ
せ
て
与

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

は
赤
ち
ゃ
ん
と
し
て
、
三
歳
児
は
三
歳

児
と
し
て
。

三
歳
児
だ
っ
て
ま
だ
ま
だ

幼
い
わ
け
で
す
か
ら
、
だ
っ
こ
を
要
求

す
る
の
は
当
然
で
す
。
甘
え
と
受
け
と

り
、
甘
え
は
よ
く
な
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
に
問
題
を
こ
じ
ら
せ
る
も
の
が
あ
る

の
で
す
。
十
分
な
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
は
、

子
供
の
心
を
安
定
さ
せ
ま
す
。
安
心
が

あ
れ
ば
、
兄
・
姉
と
し
て
振
舞
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
え
り
も
、
時
に
は
、
か
赤

ち
ゃ
ん
ご
っ
こ
H

な
ど
の
遊
び
に
変
え

て
子
供
に
お
母
さ
ん
役
な
ど
を
や
ら
せ

た
り
し
て
み
る
の
も
よ
い
工
夫
だ
と
思

い
ま
す
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

わ

H

お

詫

び

H

広
報
六
月
号
で
掲
載
し
た

「善
意
あ

り
が
と
う
」
の
欄
中
で
、
飯
喰
の
望
月

お
て
い
さ
ん
の
地
区
名
が
押
越
と
な

っ

て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

小大 湯謄 伊後 宮 竹 湯 伊 末 遠
宮島 本 野 藤 藤 崎川村藤木藤氏
山 美 文
美 葉 真 奈由 暗拓信優聖名
紗梓 子 希 子香 望 菜実 行也也

女因

‘' ‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吾首................................
⑨ 63.7.1 広報 しよろわ

昭
和
六
十
三
年
五
月

一
日
j
五
月

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

八八八八八八八八八
青雨秋井田安平瀬飯小小井樋太石河高望
木 宮 山口中田田越沼池林上口田川野野月
加 利みひ
代 章恵 裕 義 好 彰 佳匡ど義玲秀ろ j告園尋
子人 子薫子 人美夫子彦り仁 子 行み次子州

v v v v v v v v v 
上河 清 西築上西築飯

古 水条地型条地

こ!三 新 一 新企 二 新

区 西 居区 居区区居

‘' 婚‘' 出

喰

生

-v

保

護

者

地

区

猛

上
河
東
二
区

俊
六

築

地

新

居

洋

西

条

二

区

幹

雄

西

条

二

区

正
純

上

河

東

吉

規

河

西

康

文

河

西

mH
徳

築

地

新

屑

弘

河

束

中

山

泉

西

条

新

田

一
回
雄
清

水

新
日
明

稔

西

条

二

区
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液
検
査
と
デ

I
タ

J

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

叫

検

査

部

副

技

師

長

遠

藤

武

〕

査
で
ミ
ス
。
こ
れ
は
新
聞
が
含
ま
れ
る
よ
う
な
値
を
用
い
て
い
ま

叫

使
わ
れ
だ
こ
と
ば
で
す
。

す
。
た
と
え
ば
私
ど
も
の
施
設
の
白
血

吋

血
液
を
採
っ
て
検
査
を
す
球
数
の
正
常
値
は
三
、

六
O
O
j
九
、

中・2

液
検
査
と
言
っ
て
い
る
の
六

0
0仏
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
健

v

-
院
の
検
査
室
の
立
場
か
ら
康
な
人
を
一

O
O
人
測
っ
て
み
る
と
九

以

細
か
い
使
い
分
け
を
し
て
五
人
く
ら
い
は
三
、
六

0
0
1
九
、
六

0
0仰
の
間
の
値
を
示
す
と
い
う
こ
と

…

、
血
清
と
い
う
液
体
成
分
で
、
日
頃
三
、
五
0
0ハm
前
後
で
や
や

削

や
赤
血
球
、
血
小
板
の
細
少
な
め
の
健
康
な
私
が
、
九、

0
0
0

川

胞
成
分
が
浮
か
ん
で
血
管
の

A
m
に
上
昇
し
て
も
健
康
だ
と
い
う
こ
と

中
を
流
れ
て
い
る
も
の
で
す
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
白
血

ベ

が
、
切
傷
な
ど
か
ら
血
管
の
球
数
は
個
人
差
の
大
き
な
項
目
で
す
。

い

外
に
出
る
と
数
分
で
固
ま
る
ま
た
、
赤
血
球
数
の
よ
う
に
女
性
の
方

μ

性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
で
が
男
性
よ
り
低
い
値
を
示
す
も
の
も
あ

す
か
ら
、
白
血
球
や
赤
血
球
り
ま
す
し
、
個
人
で
も
一
日
の
う
ち
に

山

の
数
を
検
査
(
血
球
算
定
)
は
変
化
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
た
と

市y
 

し
た
り
、
血
液
の
固
ま
り
具
え
ば
白
血
球
数
は
夕
方
か
ら
夜
に
か
け

か

合
を
調
べ
る
検
査
(
血
液
凝
て
、
朝
に
比
べ
て
m
%
程
高
く
な
り
ま

しy

固
検
査
)
な
ど
が
私
ど
も
の
す
。
こ
の
ほ
か
、
年
令
や
喫
煙
、
妊
娠

山

い
う
か
血
液
検
査
H

な
の
で
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
関
係
し
ま
す
。

な

す
。
ま
た
、
血
清
を
用
い
る
で
す
か
ら
日
に
ち
を
変
え
て
採
血
し
た

バ

肝
臓
機
能
な
ど
の
検
査
は
、
デ
ー
タ
は
同
じ
値
を
示
す
わ
け
で
は
あ

m

H

生
化
学
検
査
u

と
い
い
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
う
見
て
き
ま
す
と
一
田

川

。

す
し
、
や
は
り
血
清
を
用
い
の
検
査
で
本
当
に
わ
か
る
の
か
と
思
わ

嗣

い

て
も
、
最
近
B
型
肝
炎
で
ニ
ュ

ー
ス
に
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
正
常
値
の

f
日

~
 

いい

な
っ
た
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無
な
ど
を
範
囲
に
比
べ
個
人
の
変
動
と
い
う
も
の

恥

W

調
べ
る
検
査
は
か
血
清
検
査
。
と
呼
ん
は
一
般
に
意
外
と
狭
い
範
囲
に
お
さ
ま

川

l
 

m

で
い
ま
す
の
で
、
一
般
に
言
う

H

血
液
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
健
診

山

口

検
査
u

は
私
ど
も
の
三
つ
の
分
野
の
検
の
と
き
の
デ
ー
タ
を
た
だ
単
に
正
常
だ

叫

叫

査
を
さ
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
ら
よ
し
と
し
な
い
で
、
健
康
な
と
き

叫

吟

と
こ
ろ
で
、
健
診
な
ど
で
血
液
検
査
の
自
分
の
デ
ー
タ
と
し
て
白
血
球
数
や

ω

刊

を
し
て
『
異
常
値
』
が
出
た
と
し
ま
す
。

赤
血
球
数
の
値
に
感
心
を
も
っ
て
見
て

W

吋

こ
の
異
常
か
ど
う
か
の
判
断
の
も
の
き
い
た
だ
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

知

用

し
と
な
っ
た
も
の
が
正
常
値
と
い
う
も
ょ
う
か
。

w

m
の

で

、

こ

れ

は

健

常

成

人

の

何

%

の

人

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

均

J
f

一五
-v訴
え
母

z
iザ
巴
が

N
k
g
d
L
i
t
e
-
3
R
4
3
3《
件
台
、
v
・
i
・4
3・
担
シ
丸
、

63.7.1⑬ 

「
老
人
看
護
教
室
」
の
お
知
ら
せ

楽
し
く
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

四
季
を
通
し
て
楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
し
て
い
る
愛
好
者
の
皆
さ
ん
。

ま
た
、
仲
間
と
楽
し
く
走
っ
て
み
よ

う
と
考
え
て
い
る
皆
き
ん
。

こ
の
た
び
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
し
か

も
楽
し
く
走
ろ
う
と
い
う
会
を
作
る

運
び
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
保
持

・
増
進
の
た
め
、
気
持

ち
ょ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

老
若
男
女
を
聞
い
ま
せ
ん
。
大
勢
の

皆
き
ん
の
参
加
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
町
教
育
委
員
会

(
岱
万

1
3
7
3
7
)
へ
七
月
十
六

日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

甲
府
保
健
所
で
は
、
ボ
ケ
老
人
の

看
護
教
室
を
開
き
ま
す
。
ボ
ケ
老
人

を
介
護
す
る
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
一

人
で
悩
ま
ず
、
同
じ
悩
み
を
も
っ
方

々
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
七
月
八
日
幽

・
十
五
日
幽

・

二
十
二
日
樹

午
後
一
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で

場
所
甲
府
保
健
所
(
遊
亀
公
園
前
)

内

容

第

一
回
l

ボ
ケ
の
理
解
に
つ

い
て
、
第
二
回
l

看
護
の
工

夫
・
介
護
用
品
の
工
夫

・
社

会
制
度
に
つ
い
て
、
第
三
回

L4人
の
食
事
・
介
護
の
実

際
に
つ
い
て

受

講

料

無

料

お
申
込
み

・
お
問
合
せ
甲
府
保
健

所
(
宮
幻
1
1
1
3
8
1
)保
健

指
導
課
ま
た
は
役
場
厚
生
福

祉
課
(
宮
万
1
2
1
1
1
内

線
@
)
保
健
婦
ま
で
グ

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か
。
納

め
忘
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

納
め
る
金
額
が
大
き
く
な
り
、
ま
す

ま
す
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

毎
月
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
老
後
の
生
活
は
も
ち

ろ
ん
、
不
幸
に
し
て
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
者
に
な

っ
た
り
、
ニ
永
の
働
き

手
を
亡
く
し
母
子
世
帯
な
ど
に
な
っ

た
と
き
、
暮
し
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
物
価
の
上
昇
に
応
じ
た
年
金
額

の
引
き
上
げ
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。保

険
料
納
付
は
、
あ
な
た
の
た
め

で
あ
る
と
同
時
に
、
年
金
制
度
を
支

え
て
い
く
と
い
う
大
切
な
義
務
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
が
納
め
て
い
る
保

険
料
は
、
今
の
受
給
者
の
年
金
に
、

あ
な
た
が
受
け
取
る
年
金
は
、
次
の

念品
F

ーか
d
b
e

世
代
の
人
達
が
納
め
る
保
険
料
で
賄
一

う
と
い
う
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合

い
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

や
が
て
は
、
あ
な
た
が
年
金
を
受

け
る
立
場
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
、

保
険
料
は
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ト
品
、
「
ノ
。

広報 しよろわ

払
J
寂

げ

一

池
内
件
」
引
か

附
生
引

一二

汀
羊
】
を
ド
=

i
I:気
車

=

母子 ・父子 ・寡婦世帯の皆きん。

悩んでいること、お聞きになりたい

ことがありましたら、母子相談員へ

御相談下き v)0 敬称略)

西条二区 望 月美代治ft75-2278

清水新居藤本やす子宮 24-6092

紙漉阿原 田中るつ代官75-5300

河 西 志村よしの包75-2399

・・ 4・4砂

身体障害者の皆さん。障害者福祉

のことでお開きになりたいことがあ

りましたら 、身体障害者相談員へお

尋ね下さい。 (敬称略)

紙漉 阿原 中沢 武重ft75-2475

清水新居楼回 勲宮28-7122

※秘密は固く 守 られます。 どんな小

さなこと で も結構です。お気軽に御

相談下き い。

-因子相談員
・身体障害者相談員

が決まりました

お
問
合
せ
役
場
住
民
課
(
岱
万
1

2
1
1
1
内
線
⑫
・
③
)
ま
で
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招和町総合健康診査のお知らせ断吾会
ロジ康健見手し

⑨無料で健診が受けられます。

昨年から町と農協が一体となり健診事業を実施しています

が、今年度も町内各地区を巡回し、結核レントゲン検診と

人間ドック的健康診断を行います。

健診項目も大腸がん検査を取り入れ、昨年以上の充実を図

っていますので、大いに受診して下さい。

場所

総合

会館

児

昭和62年 6月出生児。

昭和62年 9月出生児。

山
=

該受付時間及び地区

7月 6日|午後 l時00分~

西条地区)
附|

|午後 1時30分~

押原地区)
7月 7日|

|午後 2時00分~

附 常永地区)

実施日

昭和62年12月出生児。

昭和63年 3月出生児。

西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東

西条地区

押原地区

常永地区 *実施日・会場・受付時間

実施日 間時b、
::z:;: 

西条二区
第 一公会堂

場対象地区

上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時聞は、午後 2時30分ですのでご承知下きい。
AM8: 00-PM 12:00 西条二区7月4日(月)

" 

" 

合官

築地新居公会堂

ぷL
::z:;: A 

口

押 越
河東中島

築地新居

7月 8日幽

7月9日仕)

" 西条小体育館
西条一区
西条新田

7月10日(日)

" 
7月12日(火) " 

昭和農協常永支所

紙漉阿原公会堂

飯喰・河西

紙漉阿原

7月11日(月)

国子手帳受信及び一般健康相談日

7月 2日仕)・ 19日(火)・ 23日仕)

午前 9時-11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

時日

旧ょ っちゃん
宮の上工場

清水新居7月13日休)

一一一
上河東
上河東二区

F晶 『

盆教産安 上河東公会堂7月14日休)
目別一事〈

ト
ペ
一
一s
J

" 

*内容

①一般検診診察、 血液検査、検尿、血圧測定、かくたん

検査、心電図などの健診の基本項目です。

② 胃レン卜ゲン 胃がん、胃かいよう、十二指腸かいよう

などの検査です。

③ 超音波(エコー) 肝臓、胆のう、すい臓などの検査で

す。無痛、無害で、多くの病気を発見できます。

④大腸がん検査 検便を出していただき、便の血液反応を

みます。

⑤ 胸部レントゲン(結核)

倉吉b、
ヱエ

メ入
口者念区也'+'h，

 

全7月15日(針第 1 回

7月25日(月)

午後 1時30分~

総合会館

妊娠 5か月以降の妊婦

母子手帳・体操のできる服装・テキスト代300円

第 2 回

8月3日(水)実施日

時間

場 所

対象者

持ち物

ヤ事

吾合
ロジ

7月27日VK)
午後 l時-1時30分

総合会館

昭和63年 3月 1日-4月30日までの出生児。

母子手帳

模科外野ラ整児乳

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

7月20日VK)
午後 1時-1時30分

総合会館

昭和61年 4月 1日-7月30日までの出生児。

，母子手帳・歯についての質問票・毎日使ってい

るコップと歯ブラシ

結核肺がんの検査です。

〈注意事項〉

O胸部レン トゲンのみの受診者の方へ.グ

1 .結核レントゲンは 総合健康診断と同時実施です。

2.結核予防法により 15歳以上の方は年 1回必ず受診しなけ

鯵
g
d引F
d
d

主
審
岳
遭
勉

es
吾合
ロジネ食科歯見歳

ればなりません。

3.学校、勤務先または病院などで受診された方・受診され

2 

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

る方は町の健診を受ける必要はありません。この他、何

らかの理由で受診できない方は配付いたします受診票に

必要事項を書きこみ、役場厚生福祉課、または健診会場

へ提出してください。

どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必

ず持参してください。

※問い合わせ 昭和町役場厚生福祉課

電話 75-2111 内線54

⑪ 63.7.1 

視
出

語

争

村
い
い
い
十
長、

磁調

臼

7月22日(針

午前10時20分-10時25分

場所総合会館

※収集車が来るまでは飼主もいっしょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで r 

し川封を山 té~" " ~l 

集収猫犬

広報しよろわ

用不

時日



'881川川11川川川11川川11川川11川11川l川川n州川|

誌出? 錨γ 周@gcBW 

砂舎月の故事・ことわざ
み U ころ やお

七転び八起き
何度失販しても屈せず、立ちあガること。一度や二度

の失敗ぐらいで気落ちせず、ガんばるべきであるという

こと。転じて、人の世の浮き沈みの灘しいことのだとえ。

4米国独立記念 日

青少年を非行から守る
全国強調昂間(-31日)q 国民安全の日 富士山
山聞き ・河川美化強調
月間(-31日)・愛の血
液助け合い運動(-31日)

半夏生

リハビリ教室(総合会館

母子手帳交付及び一般健康相談日 1117 
(総合会館)11 

ぽん送り日

16勤労青少年の日
(金融機関定休日)

3 
18京都祇園祭

総合健診(西条ニ区第一公会堂 11 

AM 8 '="PMI2) 111 9 

5
 
6 

心配ごと相談(総合会館PM1:00-) 
行政相談(中央公民館PM1:00-) 
乳児健康診査(総合会館)

乳児健康診査(総合会館)ア七夕・小暑

20海の記念日

県
)
一

口
u
-

L
L

一

悼の

3
一

制
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8 
総合会館

9 (金融機関定休日)

10国土建設週16日)

23ふみの日

24 

25 

11 

12 

26 

27 
13ぽん迎え火

14港の衛生週間

15 ~l'ん

28 

29 

30 

31 

母子手帳交付及び一般健康相談日
(総合会館)

心配ごと相談(総合会館PM1:00-) 
行政相談(中央公民館PM1:00-) 
2歳児歯科検診(総合会館)

講演会一高校生の生活を考える~
(中央公民館PM8 : 00 -PM 9 : 40 ) 

不用犬猫収集日(総合会館)
老人看護教室(甲府保健所 10P参照)

リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健
子どもクラブρキャンフ。(西条二
夏休み(押ノj、.西条ノj、.押中

子どもクラブキャンプ(西条一区)

安産教室(総合会館)

心配ごと相談(総合会館附1:00-) 
乳児整形外科検診(総合会館)

sCV周@日 elIBs田3

12日.15日 ・19日

22日・ 26日・ 29日

押川 越

:可E東中島

紙 漉阿原

築 地新居|毎週

飯喰

河西

上 河東

上海東ニ区

4日・ 7日・ 11日|毎月

14日・ 18日・ 21日

25日 .28日

13日

27日

毎月

第 4水曜日

27日
6日

20日

※夏は水気の多いゴミが出る季節です。水切

りが十分で、ないゴミは悪臭などの原因にな

るばかりでなく、処理場の焼却能力をも低

下させてしまいます。この時期の水切りは

とくにていねいにするよう心がけてくだき

し、。

※ゴミは町指定の無公害ポリ袋か荷札できめ

られた日に、きめられた場所へ出 しましょ

つ。

広報しよろわ 63.7.1⑫ 


